
Ⅰ．はじめに

　H１６年３月下旬に南海部郡本匠村（現佐伯市本匠）の一生産者

から，シイタケ子実体に多数の幼虫が入るので困っているとの情

報が寄せられ，調査を開始した。現地ほだ場は人工ほだ場で，川

沿いにあり，田んぼの跡地に設置されていた。また，サルの被害

を防止するために目の細かいネットでほだ場を覆ってあった（図

１）。

　昆虫は，形態からシイタケオオヒロズコガの幼虫であると考え

られた（図２）。現地ほだ場でランダムに採取した１０個のシイタ

ケすべてに幼虫が入っていた（図３）。また，ランダムに選んだ

１２本のほだ木すべてに幼虫が認められ，多くのほだ木の木口に幼

虫の排出した木屑が認められた（図４）ことから，かなりの高密

度で幼虫が生息していると考えられた。

　シイタケオオヒロズコガは，現在まで日本各地で被害の報告が

ある害虫で，主に年１回，５月末から７月始めにかけて成虫が発

生するが，それに加えて９月に成虫が発生する場合もある。幼虫

はシイタケほだ木または発生したシイタケを摂食する。また，越

冬は幼虫態で行うことがわかっている。
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図１　ほだ場の全景

図２　シイタケから取りだした幼虫

図３　シイタケの柄に入った幼虫



　今回は羽化させることによってシイタケオオヒロズコガである

かどうかを確認し，材の中の幼虫密度を推定するとともにサイズ

を測定し，さらに羽化時期ならびに羽化数を調査した。

Ⅱ．材料と方法

１．飼育試験

　シイタケから取りだした幼虫を飼育した。飼育容器としてはガ

ラスシャーレを用い，水を含ませた脱脂綿と餌用のシイタケを入

れることによって飼育した。シイタケは腐敗しないように，２～

３日ごとに取り替えた。飼育は５個体を個別に行った。

２．ほだ木分解調査

　現地から４本のほだ木を持ち帰り，それぞれについて，ノミと

クジリを用い，さらに手でちぎることによって可能な限り細かく

分解して中に生息する幼虫を取りだして標本とした。標本は，

７０％アルコール浸漬標本とし，後日幼虫の頭幅と体長を測定した。

３．羽化数調査

　４月１３日から８月９日の間で６回羽化調査を実施した。調査は，

ほだ木表面に見られる羽化後の蛹の殻の数を数えることによって

行った。ほだ木４８７本について調査を行った。

Ⅲ．結果と考察

１．飼育試験

　４月１２日に幼虫の飼育を開始し，４月２６日から蛹化が始まり，５

月２６日までに３個体が羽化した。他の２個体は蛹化前に死亡した。

成虫は，その形態からシイタケオオヒロズコガであるとわかった

（井上ら１９８２，古川・野淵１９８６，森内１９７６）。図５に成虫と蛹の脱

皮殻の写真を示した。

２．ほだ木分解調査

　図６に，ほだ木を分解することによって発見した幼虫の坑道を

示した。

　坑道は樹皮直下の内樹皮部と辺材部に見られ，その中には幼虫

が生息していた。心材部には坑道はなく，幼虫は見られなかった。

内樹皮部の幼虫はほとんどが小型のもので，辺材部深くまで入っ

ているのは大型の幼虫であった。同様の現象は加藤（１９８６）も報

告している。

　４本のほだ木内に生息する幼虫数は，１１，１５７～３１，９１２頭／m３

（長さ１．２ｍのほだ木１本当たり１００個体～４１６個体）の範囲にあり，

かなりの高密度であった。

　図７に，３月２９日時点におけるシイタケオオヒロズコガ幼虫の

頭幅の頻度分布を示した。

　頭幅は２１４個体について測定したが，０．３～２．０mmの範囲にあ

り，平均値は１．１mmであった。齢期別のピークが形成される傾

向は見られず，連続的な変化を示した。加藤（１９８６）も頭幅を測

定し，老熟幼虫の頭幅の最大値が１．９５mmであることを報告して

いる。当研究における最大値はこれよりも若干大きく，３月下旬

にはすでに老熟幼虫がいるものと考えられた。

　図８に体長の頻度分布を示した。

　体長も，頭幅を測定した２１４個体について測定したが，２．５～

１６．３mmの範囲にあり，平均値は７．２mmであった。ここにおい

ても頭幅と同様に連続的な変化を示した。同じ頭幅であっても体

長には大きな開きが見られたが，これは脱皮後の経過日数による

ものかもしれない。体長の最大値は１６．３mmであった。これは加

藤（１９８６）の報告（１５mm程度まで成長）よりも若干大きいが，

頭幅がやや大きいことと一致している。

　なお，後述する羽化期間の後，８月９日にほだ木２本を分解調

査したが，シイタケオオヒロズコガの幼虫密度は激減し，１１３個

体／m３（１個体／本）ならびに６６１個体／m３（３個体／本）であっ

た。
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図６　幼虫が穿孔した坑道

図４　木口面の木屑 図５　羽化した成虫（左）と蛹の脱皮殻（左）



３．羽化数調査

　図９に羽化数の変化を示した。

　羽化は５月２０日ごろスタートし，６月下旬にピークを迎えた。

羽化数の最大値は４６．６個体／日であった。

４．被害防止対策

　シイタケオオヒロズコガは陰湿な場所を好むという（古川・野

淵１９８６，後藤・大谷１９８８）。ほだ場は川沿いにあり，田んぼの跡

地に設置されていた。また，サルの被害を防止するために目の細

かいネットでほだ場を覆ってあった。これらによって高湿度条件

になったために被害が発生したものと考えられたので，対策とし

ては，排水路を設けること，サルの出現時期以外はネットをはず

して通風を良くすること，ほだ場に入れてある新ほだ木は目の細

かい（１ミリ目）ネットで覆って蛾の侵入を防ぐように指導し

た。　

　その結果，翌年の新ほだ木にはほとんど被害が見られなかった。
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図７　シイタケオオヒロズコガの頭幅の頻度分布

図８　シイタケオオヒロズコガの体長の頻度分布

図９　羽化数の変化


